
よ
り
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

狭狭狭狭狭
山山山山山
市市市市市
・・・・・
所所所所所
沢沢沢沢沢
市市市市市
・・・・・
入入入入入
間間間間間
市市市市市
ででででで
消消消消消
防防防防防
ののののの
広広広広広
域域域域域
化化化化化
ををををを
検検検検検
討討討討討

市市
でで
はは
、、市市
民民
皆皆
ささ
んん
のの
尊尊
いい
生生
命命
やや
財財
産産
をを
守守
るる
たた
めめ
、、計計
画画
的的
にに
消消
防防
力力
のの
強強
化化
にに
努努

めめ
てて
いい
まま
すす
。。しし
かか
しし
近近
年年
、、生生
活活
様様
式式
のの
変変
化化
やや
建建
物物
のの
高高
層層
化化
でで
潜潜
在在
化化
すす
るる
危危
険険
性性
がが

増増
しし
、、複複
雑雑
多多
様様
化化
すす
るる
災災
害害
へへ
のの
対対
応応
やや
救救
急急
業業
務務
はは
急急
速速
にに
増増
大大
しし
てて
いい
まま
すす
。。まま
たた
、、

大大
規規
模模
なな
地地
震震
へへ
のの
備備
ええ
やや
テテ
ロロ
災災
害害
なな
どど
、、新新
たた
なな
課課
題題
にに
もも
対対
応応
しし
てて
いい
くく
たた
めめ
にに
、、ささ

らら
なな
るる
消消
防防
力力
のの
強強
化化
がが
急急
務務
とと
考考
ええ
てて
いい
まま
すす
。。そそ
ここ
でで
狭狭
山山
市市
・・
所所
沢沢
市市
・・
入入
間間
市市
のの
３３

市市
はは
、、鉄鉄
道道
やや
道道
路路
なな
どど
生生
活活
動動
線線
のの
共共
通通
性性
やや
、、ささ
まま
ざざ
まま
なな
分分
野野
でで
市市
民民
のの
交交
流流
がが
ああ
りり
、、

消消
防防
体体
制制
やや
災災
害害
事事
象象
なな
どど
のの
類類
似似
性性
もも
ああ
るる
ここ
とと
かか
らら
、、平平
成成
１１７７
年年
中中
のの
常常
備備
消消
防防
組組
織織

（（
消消
防防
本本
部部
・・
消消
防防
署署
））のの
広広
域域
再再
編編
をを
目目
指指
しし
てて
検検
討討
しし
てて
いい
まま
すす
。。

▲西武ドームでの
３市合同訓練

▲出初式での救出訓練
（上奥富運動公園）

�富士見小学校で
防災訓練

消
防
広
域
化
の
検
討
経
緯

狭
山
市
と
所
沢
市
、入
間
市
の
３

市
の
消
防
組
織
は
、昭
和
３３
年
に
消

防
組
織
法
に
基
づ
く
相
互
応
援
協
定

を
締
結
し
、市
境
付
近
で
災
害
が
発

生
し
た
際
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
応
援
出

動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、平
成
３
年
度

か
ら
は
応
援
体
制
の
充
実
強
化
を
目

的
に
、毎
年
連
絡
会
議
を
開
催
し
、よ

り
緊
密
に
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。そ
の
間
、県
内
や
全
国
で

も
消
防
の
広
域
化
が
進
め
ら
れ
、近

隣
自
治
体
で
も
広
域
消
防
組
織（
３

ペ
ー
ジ
）が
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、阪
神
・
淡

路
大
震
災
後
の
平
成
８
年
度
か
ら
３

市
の
消
防
組
織
の
広
域
化
を
本
格
的

に
検
討
を
進
め
、平
成
１０
年
度
に
は

合
同
訓
練
や
講
習
会
な
ど
の
共
同
開

催
を
始
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、各
市
の
消
防
本
部
や
消

防
団
、企
画
担
当
部
門
の
職
員
で
構

成
す
る
研
究
会
議
の
検
討
を
経
て
、

平
成
１５
年
８
月
に
３
市
の
市
長
に
よ

り「
三
市
消
防
広
域
組
織
の
設
立
に

関
す
る
協
定
」を
締
結
し
て
、３
市
消

防
の
広
域
化
を
合
意
し
ま
し
た
。そ

し
て
、広
域
化
の
準
備
や
作
業
を
行

う
た
め
、同
年
１０
月
に
所
沢
市
消
防

本
部
内
に
広
域
消
防
推
進
課
を
設
置

し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、平
成
１６
年
度
か
ら
は
検

これまでの主な検討経緯
取 り 組 み 状 況

消防組織法に基づく相互応援協定を締結
応援体制の充実強化を目的に毎年度連絡会
議を開催
阪神・淡路大震災後、本格的に広域化の検討を開始
合同練習や各種講習会などの共同開催
３市の市長が「三市消防組織の設立に関する
協定」を締結。所沢市消防本部内に広域消防
推進課が設置される

年 度

昭和３３年

平成３年

平成８年

平成１０年

平成１５年
２



狭山市消防本部
狭 山 市 消 防 署

入間市消防本部
入 間 市 消 防 署

所沢市消防本部
所沢市中央消防署

広瀬分署

富士見分署

水野分署

西武分署

藤沢分署

西分署

北分署

所沢市東消防署

南分署

柳瀬分署

狭山市

入間市
所沢市

3市の消防署・分署
配置図（現況）

討
委
員
会
を
設
置
し
、広
域
消
防
の

組
織
体
制
や
財
政
課
題
な
ど
、よ
り

具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

広
域
化
に
よ
る
主
な
メ
リ
ッ
ト

①
企
画
・
管
理
部
門
の
消
防
本
部
機

能
を
統
合
す
る
こ
と
で
、災
害
現

場
で
活
動
す
る
消
防
署
・
分
署
の

人
員
を
適
正
に
配
置
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す

②
管
内
の
消
防
・
救
急
・
救
助
の
部
隊

数
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、火
災

な
ど
の
第
１
次
出
動
の
部
隊
数
が

増
強
さ
れ
る
と
と
も
に
、第
２
次

出
動
以
降
の
体
制
強
化
や
大
規
模

災
害
に
も
備
え
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
す

③
３
市
の
市
境
周
辺
地
域
で
は
、救

急
車
や
消
防
車
の
現
場
へ
の
到
着

時
間
の
短
縮
が
見
込
ま
れ
ま
す

④
管
内
の
救
急
車（
隊
）の
増
加
に
よ

り
、急
増
し
て
い
る
救
急
要
請
へ

の
対
応
や
集
団
救
急
事
象
へ
の
対

応
が
充
実
し
ま
す

⑤
現
在
、３
市
が
そ
れ
ぞ
れ
整
備
し

て
い
る
通
信
指
令
装
置
や
は
し
ご

車
、化
学
車
な
ど
、高
額
な
施
設
や

車
輌
を
よ
り
効
果
的
に
整
備
、活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

⑥
職
員
の
教
育
、研
修
を
充
実
し
、専

門
的
で
高
度
な
知
識
、技
術
を
修

得
す
る
こ
と
で
、災
害
時
や
救
急

時
に
、よ
り
正
確
で
迅
速
な
対
応

が
で
き
ま
す

今
後
の
検
討
事
項

①「
市
民
の
皆
さ
ん
が
、安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」を
実
現
す

る
こ
と
を
最
優
先
の
検
討
事
項
と

し
、よ
り
効
果
的
な
出
動
体
制
を

つ
く
り
ま
す

②
行
政
上
の
組
織
の
形
態（
一
部
事

務
組
合
な
ど
）を
国
や
県
と
調
整

し
な
が
ら
決
め
て
い
き
ま
す

③
広
域
再
編
組
織
の
ス
タ
ー
ト
時
期

は
３
市
で
調
整
し
、平
成
１７
年
中

の
設
立
を
目
指
し
ま
す

④
消
防
本
部
・
消
防
署
の
組
織
、勤
務

形
態
、事
務
分
掌
、職
員
の
処
遇
面

を
調
整
し
ま
す

⑤
３
市
の
経
費
負
担
に
つ
い
て
、適

切
な
分
担
方
法
を
検
討
し
ま
す

⑥
消
防
団
へ
の
連
絡
方
法
や
団
相
互

の
連
携
な
ど
を
検
討
し
ま
す

⑦
そ
の
他
、組
織
が
円
滑
に
設
立
さ

れ
る
よ
う
調
整
し
ま
す

問
合
せ
消
防
総
務
課
へ

�
２
９
５
３
‐
７
１
１
２

3市消防の現況
入間市
１４９，６３０
５５，２４４
４４．７４

１署２分署
１５７
６０

４，６２６
５
２
４

※平成１６年４月１日現在。火災件数・救急出動件数は平成１５年中の数値

所沢市
３３６，１５０
１３４，４２７
７１．９９

２署４分署
３３３
１３８

１２，３０６
１２
３
７

狭山市
１６２，１０７
６３，２２１
４９．０４

１署３分署
１７２
５４

５，１９９
８
２
４

合 計
６４７，８８７
２５２，８９２
１６５．７７
４署９分署

６６２
２５２

２２，１３１
２５
７
１５

管内人口（人）
世帯数
面積（�）
署所数
職員定数
火災件数
救急出動件数
消防ポンプ車台数
はしご車台数
救急車台数

近隣市町村の広域消防組織
市町村名
富士見市
上福岡市
大 井 町
三 芳 町
坂 戸 市
鶴ヶ島市
川 越 市
川 島 町
毛呂山町
鳩 山 町
越 生 町
飯 能 市
日 高 市
名 栗 村
朝 霞 市
志 木 市
新 座 市
和 光 市

消防本部名（設置年月）

入間東部地区消防組合消防本部
（昭和４５年１１月）

坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部
（昭和４７年１０月）

川越地区消防組合消防本部
（昭和４８年４月）

西入間広域消防組合消防本部
（昭和５１年１１月）

埼玉西部広域消防本部
（平成８年４月）

朝霞地区一部事務組合埼玉県南
西部消防本部 （平成１０年１０月）

広報さやま ２００４．６．１０号

３


